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【改訂】第 1 版（2011-03-16）
【科目】国語講読
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・3 年次
【担当教員】

植田 麦

【授業目標・教育方針】
（１）論説文の精確な読解を通じて認識力・思考力を伸ばすとともに、現在さまざまに話題となっている現代の諸相や
社会現象を追及し、一般教養を身につける。
（２）レポートを書くときに必要な表現技術や、発表をするときに必要なスピーチの技術を身につける。
（３）批評の方法を身につける。

【授業概要】
　前期は、科学思想や日本文化論等の論説文読解を通じて、現代社会や文化の諸相を追究する。
　後期は、芥川龍之介の短編小説「鼻」「芋粥」「地獄変」「藪の中」「枯野抄」「或る日の大石内蔵助」等を読解演習す
る。演習は班単位で実施するが、各班以下の流れで発表・討議する。
（１）語注 （２）問題点の探求 （３）班別討議 （４）発表演習 （５）発表討議記録の提出 （６）レポート作成

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：羅生門　蜘蛛の糸　杜子春　外十八篇：芥川龍之介：文春文庫
参考書：常用漢字フォルダ：浜島書店
その他、教材としてのプリントを適宜配布（多数配布するので随時ファイルにまとめていくこと）。
　　　　

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
必要に応じて視聴覚機器を使用する。

【メッセージ】
　前期は、「科学」や「文化」を問う論説文を読みます。授業を通じて、自分の学んでいる内容が世界の根幹へと繋
がっていることを考えてください。
　後期は演習形式で授業を進めます。グループワークやブレインストーミングを通じ、自分の考えていることをかた
ちにする、あるいは他人の意見を手がかりにして、より高次な思考へとたどり着けるようにしましょう。
　また後期開始までに『羅生門　蜘蛛の糸　杜子春　外十八篇』全体を熟読しておいてください。後期の授業は、そ
れを前提に演習を実施します。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：45%，期末試験：45%，その他：漢字テスト 10％
［後期］中間試験：20%，レポート：50%，その他：漢字テスト 10％、授業への取り組み 20％

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．
○ (E) コミュニケーション能力・プレゼンテーション能力を身につける．

【授業計画】（授業名：国語講読）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 授業概要 授業の目的と意義を説明する。また、授業に臨むにあ
たって準備すべきことを指示する。

第 2 回～第 7 回 論説文読解（１）
「分類の思想」

三中信宏の論説を講読し、「思考すること」とは何か
を考える。

漢字テスト
１～６

第 8 回 中間試験
第 9 回～
第 15 回

論説文読解（２）
「日本を相対化する」

内田樹の論説を講読し、日本の文化について考察を行
う。

漢字テスト
７～ 13
夏休み読書課題：芥川
龍之介『『羅生門　蜘
蛛の糸　杜子春　外十
八篇』

第 16 回 演習の意義 芥川龍之介の短編小説を読むことの意味を確認すると
ともに、演習発表の概要を解説し、第 20 回以降の担
当を決定する。

漢字テスト
14

第 17 回～
第 19 回

演習の実践 授業担当者が講読ならびに演習を行う。 漢字テスト
15 ～ 17

第 20 回～第 22 回 発表演習 グループ別に発表演習を実施する。
発表者２名、司会者１名、記録者２名（例）
＊記録者は次の授業までに発表内容・質疑応答の記録
を提出・配布。

漢字テスト
18 ～ 20
課題１：発表資料作成

第 23 回 中間試験 ・授業担当者担当部分および受講者による演習箇所を
対象とする。

課題２：各班に対する
批評文作成

第 24 ～
第 29 回

発表演習 グループ別に発表演習を実施する。
発表者２名、司会者１名、記録者２名（例）

漢字テスト
21 ～ 24

第 30 回 総括 冊子「芥川龍之介を読む」を作成し、総括を行う。 課題３：レポート提出
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